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◇オンラインによる校長講話動画配信 

臨時休業２週目となりました。昨日は男女別の分散登校日として、この期

間の生活や学習課題の確認を行うとともに、引き続きオンライン学習が滞り

なく進められるよう確認をしました。 

そして本日は、オンラインによる校長講話として、ロイロノートを活用し

動画を配信しましたので、その要旨を紹介します。 

【９月７日校長講話動画配信要旨】 

本来であれば、夏休みが終わり、本日 9 月７日は定期テスト２日目の予定

でした。そして、１・２年生は新人大会に向けて、３年生は卒業後の進路決定、

具体的には受験勉強に本格的に取組出した時期でした。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大のため臨時休業、実質的には夏休み

が続き、やっと来週から、学校再開となります。 

早く学校に行って友達と話したい、みんなで勉強したいと学校再開を心待

ちにしている人も多いと思いますが、もう少し待ってください。 

先の見えない状況が続いていますが、必ず道は開けます。そのことを信じ

て、今できること、今やるべきことをしっかり取り組みましょう。 

では今日は、私から皆さんに３つのことを話します。 

まず、１つ目は、「ピンチをチャンスに変えましょう」ということです。 

今のコロナ禍の状況は、生徒の皆さんだけでなく、私たち教職員にとって

も、これまでに経験したことのない大きなピンチです。 

でも、このような時は、これまで変えることができなかったことを変えた

り、新しいことにチャレンジしたりするチャンスでもあります。 

一例をあげれば、このコロナ禍は皆さんの充実した学校生活を奪ってしま

いましたが、一方では、新しい学びの形として、オンライン学習など、ICT を

活用した新しい学びの形が一機に浸透しました。 

コロナ禍というピンチな状況が、逆に ICT を活用した学習の前進という大

きなチャンスと生み出したと考えられます。 

先ほど、必ず道は開けると話しましたが、それは、コロナ禍の前の元の状態

に戻るのではなく、コロナ禍を乗り越えた新しい道を進んでいくということ

です。その道の先は、With コロナの新しい生活様式の下の未来であり、その

担い手は皆さんです。 

そこで、これから、まずは身近な学校生活の課題の解決から、社会に出てか

らどうするかという将来的な展望まで、皆さんにはしっかり考え行動してほ



しいと願っています。様々な我慢を強いられている皆さんですが、ぜひ、この

ピンチをチャンスととらえ、まずは、知恵を出し、共に考え、新しい田沼東中

学校の姿を築いていってほしいと考えます。 

2 つ目は、「不安や悩みについて」です。 

予定では来週から、学校が再開します。学校が始まることで、自分自身の進

路の問題や、家庭内の問題、あるいは友人関係などの不安や悩みが出てくる

かもしれません。ましてやこのコロナ禍、不安や悩みを抱えた人はたくさん

いると思います。 

そんな時には、家族、先生、スクールカウンセラー、周りの友達などに、皆

さんの悩みを話してみましょう。必ず皆さんの味方になってくれる人がいま

す。決して一人で悩みを抱え込まないでください。 

どうしても周りの人に相談しづらいときは、相談機関に電話やメールなど

を使って、あなたの悩みを話してみる方法もあります。 

佐野市では、教育委員会に相談窓口があります。また、先週、さくら連絡網

で文部科学大臣から、小学生、中学生・高校生、保護者学校関係者宛てのメッ

セージが配信され、そちらにも相談窓口が記載されております。 

不安や悩みがある場合は、遠慮なく相談してください。また、皆さんの周り

に元気がない友達がいたら、ぜひ積極的に声をかけてあげてください。あな

たの声がけが、友達の不安や悩みを和らげることにつながります。 

３つ目は、「ワクチン接種について」です。 

佐野市では 12 歳から 15 歳の人について、優先的に接種を進めるとのこ

とで、今日 9 月７日から予約が開始されます。 

ワクチン接種によって、感染しにくくなったり、感染しても重症化しにく

くなったりするなど効果が期待されます。副反応などの心配はありますが、

ぜひ、ワクチン接種をお願いします。 

ただ、心配な場合は医療機関等によく相談してください。様々なことを考

え、「接種しないという選択」も尊重します。 

なお、ワクチン接種を受ける又は受けないことによって差別やいじめなど

が起きることはあってはなりません。このことは、コロナウイルス感染者や

その家族、濃厚接触者等となった方に対しても同様です。いじめや差別は決

してあってはなりません。よろしくお願いします。 

以上、３つのことを話しました。 

学校では、感染症対策をより一層徹底させ、皆さんを迎える考えです。皆さ

ん自身もあと数日、しっかり家庭で生活し、来週は元気に登校できることを

期待します。 

今回は Web 配信のみとしますので、よろしくお願いします。  


